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　　　一運動会一
　io月5日、さわやかな秋空のもと、．。

南北小学校の運動会が行なわれ、日頃、

練習の成果をあげることが出来ました。

　（写真は南小学校の組体操です。）

〔9月1日現在人口〕
男5，249人女5，323人計10，572人（前月比＋22人）
世帯数2，733（前年比＋8）

●発行所

●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長　柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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躍

　
昭
和
六
十
一
年
第
三
回
江
南
町
議
会

定
例
会
が
、
九
月
十
九
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
会
期
十
二
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
議
員
提
案

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
に
関
す
る

、
決
議
が
さ
れ
た
ほ
か
、
昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
決
算
、
各
特
別
会
計
決
算
な

ど
、
十
九
議
案
と
継
続
審
査
案
件
二
件

を
含
め
た
請
願
・
陳
情
四
件
を
上
程
さ

れ
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
椎
進
の
決
議

●
江
南
町
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　
　
　
　
　
設
置
条
例
（
原
案
可
決
）

　
江
南
町
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選

挙
で
は
、
公
職
の
候
補
者
一
人
に
、
つ
い

て
、
ポ
ス
タ
ー
を
五
百
枚
ま
で
貼
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

条
例
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
江

南
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
掲

示
場
以
外
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
．
の
掲
示
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
つ
の
掲
示
場
で
す
べ
て

の
候
補
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

や
選
挙
の
公
営
化
を
図
り
、
候
補
者
の

費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
と
選
挙
時
に
お

け
る
街
の
美
観
を
確
保
す
る
等
、
明
る

い
選
挙
推
進
の
た
め
の
も
の
で
す
。

●
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

　
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
遺
族
補
償
年
金
の
受
給
資
格
年
齢
及

び
葬
祭
補
償
額
の
引
き
上
げ
と
国
民
年

金
法
並
び
に
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
伴

○

役場前にたてられた看板です。

11月1日より一般道路においても、運転席、

助手席にもシートベルトぞ着用しないと違反

点数1点付加になります。

う
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
で
す
。

●
育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
改
正

に
伴
い
、
育
児
休
業
給
の
規
定
を
整
備

す
る
た
め
で
す
。

●
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
ぴ

　
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

　
例
の
［
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
議
会

．
の
議
決
に
付
す
べ
き
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め

で
す
．

●
江
南
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
地
方
公
営
企
業
法
及
び
地
方
公
営
企

業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
い
た

す
も
の
で
す
。

●
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
江
南
町
の
町
制
施
行
及
び
一
部
事
務

．
組
合
の
解
散
に
伴
い
こ
の
改
正
を
い
た

○
○

す
も
の
で
す
．

●
昭
和
六
十
年
度
江
南
町
｝
般
会
計
決

　
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
y

●
昭
和
六
十
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特

　
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
年
度
江
南
町
水
道
事
業
特

　
別
会
計
決
算
認
定
忙
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸

　
付
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
　
　
　
（
原
案
認
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
欄
嶋
“

●
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）
、
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
一
億
四
千
三
百
万

、
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
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が
二
十
五
億
六
千
百
八
十
七
万
五
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
補
正
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
．

〔
歳
入
〕
　
（
△
印
は
減
額
で
す
。
）

O
町
税
の
う
ち
固
定
資
産
税
・
：
・

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
○
○
○
千
円

O
県
支
出
金
で
農
林
水
産
業
費
補
助
：

　
　
　
　
　
　
　
四
四
、
一
二
．
O
千
円

O
財
政
調
整
基
金
練
入
金
：
：
・

　
　
　
　
　
　
△
三
六
、

○
繰
越
金
＝
．
・
「
〇
一
、

O
そ
の
他
の
歳
入
　
三
、

　
合
計
：
：
：
一
四
三
、

〔
歳
出
〕

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
八
、

　
費
・
測
量
委
託
料
等
、

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、

○
農
道
舗
装
工
事
、

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、

　
設
工
事
・
用
地
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、

O
そ
の
他
の
歳
出
三
七
、

　
合
計
：
：
：
．
一
四
三
、

　
特
別
会
計
補
正
予
算

○
収
益
的
収
入
及
び
支
出

営
業
費
用
．
　
四
、

O
資
本
的
収
入
及
び
支
出
・

一
三
三
千
円

一
〇
五
千
円

四
九
八
千
円

O
O
O
千
円

O
複
合
施
設
庁
用
備
品
購
入
費
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
千
円

○
大
豆
用
機
械
購
入
費
（
二
十
九
台
）
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
八
千
円

○
農
業
排
水
路
整
備
に
伴
テ
用
地
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ケ
所
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
．
二
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
三
ケ
所
：
：
：
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
O
O
千
円

○
農
村
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
処
理
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
〇
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
千
円

●
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
二
千
円

　
　
（
甲
（

昭
和
八
十
年
を
目
標
に
し
た
整
備
計

画
作
成
等
　
　
　
八
、
八
O
O
千
円

、
●
昭
和
六
十
一
年
度
農
山
村
集
落
排
水

　
整
備
モ
デ
ル
事
業
第
二
〇
一
エ
区
処

　
理
施
設
工
事
　
　
（
原
案
可
決
）

〔
契
約
の
金
額
〕
八
三
、
九
〇
〇
千
円

〔
契
約
の
相
手
方
〕

　
　
　
　
　
古
郡
・
光
栄
共
同
企
業
体

〔
工
期
〕
契
約
み
日
か
ら
昭
和
六
十
二

年
三
月
十
日
ま
で

●
昭
和
六
十
一
年
度
農
山
村
集
落
排
水

　
整
備
モ
デ
ル
事
業
第
二
〇
ニ
工
区
管

　
路
埋
設
工
事
　
　
（
原
案
可
決
）

〔
契
約
の
金
額
〕
三
六
、
七
〇
〇
千
円

〔
契
約
の
相
手
方
〕
　
㈱
古
郡
工
務
所

〔
工
期
〕
契
約
の
日
か
ら
昭
和
六
十
二

年
三
月
十
日
ま
で

　
　
教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
ま
た
公

　
平
委
員
に
つ
い
て
は
欠
員
が
生
じ
て
い

　
た
た
め
、
あ
ら
た
に
委
員
の
任
命
・
選

　
任
の
同
意
を
議
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
笠
原
　
満
：
：
：
再
任

　
住
所
　
大
字
野
原
七
四
番
地

　
生
年
月
日
　
大
正
四
年
八
月
三
十
一
日

　
●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

松
本
明
宜
：
：
：
新
任

住
所
、
大
字
御
正
新
田
五
七
六
番
地

t

生
年
月
日
　
大
正
七
年
一
月
八
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

・
選
任

福
田
秀
治
：
・
：
・
再
任

住
所
　
大
字
上
新
田
二
五
六
番
地

生
年
月
日
　
大
正
五
年
九
月
二
十
三
日

　
●
土
地
改
良
事
業
実
施
（
原
案
可
決
）

　
●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
に
関
す
る

　
　
決
議
　
　
（
原
案
可
決
）

　
　
今
や
、
日
常
生
活
の
利
便
性
か
ぢ
く

　
る
自
動
車
利
用
の
増
大
と
相
ま
っ
て
、

　
全
国
的
に
交
通
事
故
が
続
発
し
て
い
る

　
が
、
死
亡
事
故
防
止
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
の
着
用
が
多
大
の
成
果
を
発
揮
し
て
い

＼
　
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
そ

　
の
着
用
は
極
め
て
低
調
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
き
わ
ま
る
交
通
事

　
故
か
ら
尊
い
人
命
を
守
る
た
め
、
町
民

　
の
総
意
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

　
定
着
化
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

　
あ
る
。
よ
っ
て
、
江
南
町
議
会
は
、
交

　
通
事
故
抑
止
の
た
め
、
町
民
の
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
着
用
運
動
を
積
極
的
に
推
進
す

　
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
審
議
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
継

続
中
を
含
め
て
四
件
で
次
の
三
件
が
採

択
に
な
り
ま
し
た
。

◎
保
冷
施
設
建
設
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

（
　
（

●
地
域
農
業
総
合
施
設
整
備
に
関
す
る

請
願
　
　
　
（
採
択
）

●
非
課
税
貯
蓄
制
度
存
続
に
関
す
る
請

願
　
　
　
　
（
採
択
）

顎

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

”
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
、
格
好
悪

く
て
や
っ
て
ら
れ
な
い
よ
。
高
速
道
路

な
ら
と
も
か
く
一
般
道
路
だ
っ
た
ら
、

も
し
も
の
と
き
は
腕
を
つ
っ
ぱ
れ
ば
大

丈
夫
”
i
な
ど
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

め
図
締
を

！

万め締、しし正のトレノベト一シ

い
法
し
万
正
用
。
着

ん
の
せ
ト
ま
ル
め
べ
望
ト
、

は
　
一
果
シ
効
式
も
点
て
3
め
は
締
で
と
こ
然
こ
漫
（
だ
い
た
さ
＼
だ

は
く
ト
て
ル
え
べ
覚
％

ト
ひ
す

一
ぜ
ま

（
一
2．

　
　
　
↓

　
置
ぶ

　
位
う

　
の
よ
　
。

　
骨
じ
す

　
腰
も
で

　
は
最
険

肪
収
脆

　
べ
の
の

　
￥
体
る

　
け
は
ぎ

　
か
）
す
　
か

る
を
盤
か
　
ん

め
腰
骨
ら
　
せ

締
く
（
わ
　
ま

で
深
腰
や
　
い

置
　
￥
　
。
は
　
て

位
ず
い
腹
　
れ

の
さ
さ
お
　
じ

腰
倒
だ
　
。
　
よ

は
は
く
す
　
は

ト
ト
て
で
　
ト

ル
　
一
め
置
　
ル

シ
を
し

　
万
解

ベ
シ
締
位
　
べ

①
　
　
で
な
　
②

軽
視
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
九
月
、
』
道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付

け
ら
れ
て
か
ら
は
、
高
速
道
路
で
の
着

用
率
は
九
十
五
％
を
超
え
ま
し
た
が
、

一
般
道
路
で
は
、
ま
だ
五
十
％
を
ち
ょ

っ
と
上
回
る
程
度
で
す
。

　
車
の
事
故
は
、
低
速
だ
か
ら
安
全
だ

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
た
っ
た
二
十

キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
死
亡
し
た
事
故
の

例
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
命
を
守
っ

て
く
れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。

　
車
に
乗
っ
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

る
前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る
ー

こ
れ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

』
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
く
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
に
ぎ

し
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
う
に

て
ル
　
　
　
か
込
　
　
首
よ
　
、

つ
べ
　

た
し
　
や
る
に
。

ま
、
　
し
差
　

顔
す
間
い

高
た
　

ま
と
　

が
用
の
さ

が
ま
　

し
り
　
ト
使
ト
だ

力
。
　
が
か
　
ル
を
ル
く

圧
す
　

音
つ
　
ベ
ト
ベ
て

に
ま
。
と
し
。
￥
ル
一
眉
し

　
り
　
　
　
ツ
■

②べ1レトはδ

　ベルトがδ

まい、十分花

が首にかか∈

☆お子さんズ

って危険でζ

☆長さ調節デ

つ入るくらし

よじれていると、部分的

な効果が得られなくなり

らないようにしましょう

7　③バックルはカチッ

＞・　カチッという音が
》

　　まれた証拠の音です

が3点式ベルトを使うと

す。後部座席で2点式べ

式ベルトの場合は1胸と

いの余裕をもたせて調節
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昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
、
な
ら

び
に
特
別
会
計
決
算
が
、
第
三
回
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
、
町
づ
く
り
は
、
，
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
る
．
の
で
し
ょ
う
か
、

関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
財
政
は
、
本
質
的
に
は
私
た
ち

の
家
計
簿
と
同
じ
な
の
で
す
。
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
に
図
を
使
用
し
て
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

♂噛鼎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　難難　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　灘鍵　　　　　　　　　　　懇蕪　　　　　　　　　　譲i譲箋　　　　　　　　　難嚢　　　　　　　　謹辮　　　　　　　灘　　　　　　羅　　　　　、灘　　　　叢選　　　羅懲　　諜「　　灘　…謹灘襲爆

　
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

厳
し
い
抑
制
的
基
調
の
も
と
に
編
成
さ

れ
た
予
算
及
び
財
政
計
画
を
背
景
と
し

、
て
、
執
行
に
あ
た
り
ま
し
た
。
昭
和
六

十
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
着

実
な
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
経

済
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
か
つ
て
の
よ

1，070，434，874

（972，100，113）円

　　　　　41．6％

　　　　町　　税

　　　　　　　259，618，675

　　　　　　　（318，953，883

　　　　　　　　　　　　　　円

繰越金
270，397，39110・0％

（163，876，658）

＼8．1％　　円　　　　＿

う
な
大
幅
な
成
長
は
望
め
ず
、
歳
入
に

多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
国
は
、
行
財
政
改
革
を
推
進

す
べ
く
、
暫
定
的
に
国
庫
補
助
負
担
率

の
引
き
下
げ
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
町
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

．獄’
鍵．

　灘・
翼

分担金及び負担金

25，728，042

（38，443，145）円1．0％

使用料及び手数料

18，993，850

（19，798，105）円0．7％

財産収入

24，239，203

（37，826，012）円0．9％

諸収入
29，980，942

！（25，681，075）円1．2％

繰入金
160，672，638

（197，205，546）円6．2％

）
し

野歳　　入　欄

2571，619，751
　’　　　　　　円
（3，003，013，321）

騨図　1
の中は前年の金額

地方交付税

　493，197，000

（572，845，000）円

　　　19．2％

国・県支出金

388，214，811

（539，954，667）円

　　　15．1％

町　　債

　67，100，000

（350，000，000）円

　　　2．6％

餅
鰐

85，657，000隅

85，283，000〉円

地方譲与税

　41，635，000

（44，176，000）円L5％

自動車取得税交付金

　42，820，000

（39，882，000）円1。2％

交通安全対策特別交付金

　1，202，000
　（1，225，000）円0．1％

健
全
財
政
を
堅
持
す
る
基
本
理
念
に
基

づ
き
執
行
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
歳
入
合
計
額
二
十
五
億
七
千
百
六

十
一
万
九
千
七
百
五
十
一
円
、
歳
出
合

計
額
二
十
四
億
一
千
三
百
六
十
三
万
八

千
九
百
十
九
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
一

億
五
千
七
百
九
十
八
万
八
百
三
十
二
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
総
額
二
十
五
億
七
千
百
六

十
一
万
九
千
七
百
五
十
一
円
で
前
年
に

比
べ
、
四
億
三
千
百
三
十
九
万
三
千
五

百
七
十
円
で
、
十
四
二
二
六
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
図
1
で
対
前
年
度
比

を
見
ま
す
と
、
町
税
は
九
千
八
百
三
十

三
万
四
千
七
百
六
十
一
円
増
で
十
・
二

％
の
増
、
　
内
訳
は
、
町
民
税
十
三
・

三
七
％
、
固
定
資
産
税
五
・
五
％
、
軽

自
動
車
税
八
・
三
％
、
町
た
ば
こ
消
費

税
十
・
一
七
％
、
電
気
税
十
一
・
八
六

％
と
、
い
ず
れ
も
増
加
を
示
し
て
い
ま

す
。　
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
七
千
九

百
六
十
四
万
八
千
円
と
大
き
く
減
り
十

三
・
九
％
の
減
と
な
り
、
地
方
譲
与

税
で
は
二
百
五
十
四
万
一
千
円
で
五
・

七
五
％
減
、
自
動
車
取
得
交
付
金
は
二

百
九
十
三
万
八
千
円
で
七
・
三
六
％
の

　
　
　
）
　
）

増
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
は
二

万
三
千
円
で
一
・
八
％
の
減
で
す
。
国

庫
支
出
金
は
二
億
二
千
三
百
三
十
八
万

五
千
七
百
九
十
四
円
と
大
き
く
減
っ
て

七
九
・
一
二
％
の
減
、
特
に
国
庫
補
助

金
に
お
い
て
前
年
の
中
学
校
建
設
に
か

か
る
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
の
で
大
き

く
減
っ
て
い
ま
す
。
県
支
出
金
は
七
千

百
六
＋
四
万
五
千
九
百
三
十
八
円
と
増

え
二
十
七
・
八
％
の
増
、
町
債
は
二
億

八
千
二
百
九
十
万
円
減
り
八
十
・
八
二

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
繰
越
金
は
四

干
三
百
五
十
二
万
七
百
三
十
三
円
増
え

二
十
六
・
五
五
％
の
増
、
分
担
金
及
び

負
担
金
は
一
千
二
百
七
十
一
万
五
千
百

三
円
の
減
で
三
十
三
・
〇
七
％
と
減
り
、

特
に
分
担
金
に
お
い
て
一
千
三
百
十
四

万
九
千
六
百
六
十
円
の
減
六
十
・
二
九

％
と
減
っ
て
い
ま
す
。
使
用
料
及
び
手

数
料
で
八
十
万
四
千
二
百
五
十
五
円
減

り
四
・
〇
六
％
の
減
、
財
産
収
入
に
お

い
て
は
、
一
千
三
百
五
十
八
万
六
千
八

百
九
円
の
減
で
三
十
五
・
九
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
繰
入
金
は
三
千
六

百
五
十
二
万
八
千
九
百
八
円
減
の
十
八

・
五
二
％
の
減
、
諸
収
入
は
四
百
二
十

九
万
九
千
八
百
六
十
七
円
の
増
で
十
六

・
七
四
％
の
増
、
繰
入
金
は
三
千
六
百

五
十
二
万
八
千
九
百
八
円
で
、
十
八
・

五
二
％
の
減
で
あ
り
ま
す
。
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～

積立金0．8％

　繰出金O．8％

（
（

聾彗騰轟垂謹垂薯騰謹韓睡講

商工費
5，505，235

（4，799，941）円0．2％

農林水産業費

611，794，073

（474，405，818）円

　　　25．4％

議会費
　　65，350，737

（57，619，291）円2．7％

‘駕も
　　　辱檀聾一3

騨歳　出ノ
2，413，638，919　　　　　　　～
　　　　　　円（2，795，615，一930）

　　目的別　　 教育費
　　　　　　　492，615，798
　　　　　　　（924，923，216）円

　　　　　　　20。4％　土木費

・lllii響・円z

衛生費
q173，242，952
（165，790，483）円

　　　　　7，2％

総務費
262i836，978
（292，825，614）円

　12．1％

野　図　2
の中は前年の金額

単独事業

22．3％

公債費
、5．5％

維持補修費

　　　O．5％

扶助費
　　1．6％

物件費
11．3％

騨歳出騰
2，413，638，919円

㌧（性質別）、ノ

等費
　
％

助
　
7

補
　
1
6

人件費
’
2
1
． 1％

図

　
歳
出
は
総
額
二
十
四
億
一
千
三
百
六

十
三
万
八
千
九
百
十
九
円
、
前
年
に
比

べ
三
億
八
千
百
九
十
七
万
七
千
十
一
円

減
で
十
三
・
七
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
性
質
別
に
よ
る
歳
出
決
算
額
は

図
卜
3
で
示
す
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

を
目
的
別
に
区
分
し
て
、
図
1
2
で
対

前
年
比
を
見
ま
す
と
、
農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ア

が
最
も
多
く
一
億
三
千
七
百
三
十
八
万

八
千
二
百
五
十
五
円
で
二
、
十
八
・
九
六

　
　
（
　
（

％
の
増
、
内
訳
は
農
業
費
で
一
億
二
千

八
百
八
十
九
万
三
千
五
円
の
増
、
林
業

費
で
八
瓦
四
十
九
万
五
千
一
、
一
百
五
十
円

　
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
教
育
費
は
四
億
三
千
二
百

三
十
万
七
千
四
百
十
八
円
で
四
十
六
・

七
三
％
の
減
で
、
主
な
も
の
は
中
萄
校

費
の
四
億
四
千
二
百
七
十
二
万
一
千
七
．

百
三
十
五
円
で
六
十
三
・
九
一
％
の
減

・
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
‘

　
　
ミ

　
土
木
費
に
お
い
て
は
、
五
千
八
十
一

万
六
千
三
言
五
十
八
円
で
十
二
・
一
八

％
の
減
で
、
内
訳
は
土
木
管
理
費
で
十
，

　
一
・
五
五
％
減
、
道
路
橋
梁
費
で
十
四

　
・
八
三
％
減
、
都
市
計
画
費
で
三
・
三

七
％
減
ど
な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
費
は

二
千
九
百
九
十
八
万
八
千
六
百
三
十
六

円
で
十
戸
・
四
％
増
、
衛
生
費
は
七
百

四
十
五
万
二
千
四
百
七
十
九
円
で
四
・

．
四
九
％
の
増
、
民
生
費
は
八
十
四
万
百

五
十
九
円
で
0
1
五
七
％
の
増
と
な
？

て
い
ま
す
。
公
債
費
は
、
一
千
三
百
五

十
九
万
八
千
八
百
九
円
で
九
・
二
八
％

　
の
減
、
消
防
費
は
七
十
一
万
七
千
三
百

十
五
円
で
O
・
七
％
の
増
、
諸
支
出
金

に
お
い
．
て
は
七
千
七
十
五
万
八
千
円
必

七
四
・
七
三
％
の
減
で
、
こ
れ
は
基
金

費
の
減
、
・
議
会
費
は
七
百
七
十
三
万
一

千
四
百
四
十
六
円
で
十
三
・
．
四
一
％
の

増
、
商
工
費
は
七
十
万
五
千
二
百
九
十

四
円
で
十
四
・
六
三
％
の
増
で
あ
り
ま
、

す
。
以
上
が
六
十
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
の
対
前
年
比
較
で
す
。

南小通学路の交通安全施設完成した運動公園のグランド
〆

1ぐ
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圭
ロ

算

ノ

水
道
事
業
・

　
　
特
別
会
計／馨ゆ＿

　
昭
和
六
十
年
度
の
主
な
建
設
改
良
工

事
は
、
区
画
整
理
区
域
内
の
配
水
管
布

設
工
事
と
野
原
地
内
の
道
路
改
良
仁
伴

う
配
水
管
布
設
替
工
事
、
“
消
防
設
備
の

拡
充
を
図
る
た
め
に
消
化
栓
四
基
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
水
需
要
は
、
こ
こ
数
年
小
口
径
の
一

般
家
庭
に
お
い
て
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
口
径
の
工
場
等
は
社
会
情

勢
や
経
済
情
勢
に
左
右
さ
れ
、
不
安
な

面
が
あ
り
ま
す
が
、
使
用
量
は
や
や
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
水
道
事
業
の

長
期
安
定
と
独
立
採
算
に
よ
る
公
営
企

業
の
健
全
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
現
施

設
の
有
効
利
用
と
、
施
設
の
維
持
管
理

に
重
点
を
お
き
、
漏
水
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
た
．

　
な
お
、
決
算
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
給
水
戸
数
　
　
　
　
二
、
六
二
四
戸

　
給
水
人
口
　
　
　
一
〇
、
五
八
七
人

　
普
及
率
　
　

九
四
・
九
％

　
一
日
最
大
配
水
量
　
六
、
五
四
一
㎡

　
一
日
平
均
配
水
量
　
四
、
七
三
四
㎡

収
益
的
収
入
及
び
支
出

○
収
入

　
水
道
事
業
収
、
益
：
…

　
　
　
二
二
七
、
六
五
九
、

○
支
出

　
水
道
事
業
費
…
…

　
　
．
一
八
四
、
一
七
八
、

o
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
四
三
、
四
八
0
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出

○
収
入

　
資
本
的
収
入
…
…

　
　
　
　
二
九
、
五
四
三
、

○
支
出

：
資
本
的
支
出
…

　
　
　
　
六
二
、
三
五
三
、

○
差
引
不
足
額
…
・

　
　
　
　
三
二
、
氏
」
○
、

　
　
　
　
　
）
し

七
八
一
円

八
九
二
円

八
八
九
円

O
O
O
円

〇
五
六
円

〇
五
六
円

老
人
保
健

　
　
イ

（
へ
“

ハ
＾

型

自
目
口

、

昭
和
六
十
年
度
末
の
受
給
者
数
ば
七

支払基金交付金

魁　　　53，318千円
　　　　67．1％

歳
－
入

老
人
保
健歳出

匠療諸費

2名8，715千円

　98．8％

ハ
百
三
十
人
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，
歳
入
合
計
は
二
億
二
千
八
百
四
十
四
　
曹

万
八
千
六
百
七
十
円
、
歳
出
合
計
二
億
　
一

三
千
百
五
十
六
万
五
千
八
百
四
十
二
円
、
轄

差
し
引
き
不
足
額
三
百
十
一
万
七
千
百
．
．

七
十
二
円
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
よ
り
　
一

繰
上
げ
充
用
と
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

　
内
容
に
つ
い
て
は
図
の
と
お
り
で
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

こ
の
う
ち
、
実
際
に
お
年
寄
り
が
医
者
　
．

に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
金
額
（
医
療
給
付
費
）
は
二
億
二
千
　
．

四
百
．
十
万
八
千
二
百
九
十
円
で
、
全
体

の
九
十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
受
給
者
一
人
当
り
三
十
万
六
千
九
百

九
十
八
円
で
す
。

国庫負担金
43，477千円

　19．0％

　
円
金
千
入
4
7
％

　
　
　

繰
12
臥

県支出金　11，145千円4．9％

繰越金　6，537千円2、9％
諸収入　1，524千円0．7％

諸支出金　＼
2，574千円1．1％

総務費
　276千円0。1％

国

保

　
歳
入
総
額
は
三
億
八
千
八
百
四
十
四

万
【
千
六
百
六
．
十
五
円
、
歳
出
総
額
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

三
億
三
千
百
七
十
二
万
六
千
五
百
二
十

一
円
と
な
り
、
府
容
は
図
の
と
お
り
で

す
。　
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
税
は

一
世
帯
当
り
平
均
十
一
万
一
千
二
百
九

十
八
円
、
一
人
当
り
四
万
二
百
五
十
五

円
納
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
一
人
当
り
の
医

療
費
支
払
額
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
り

六
万
【
千
八
百
五
十
一
円
の
支
払
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　老人保健拠出金　　125，21

　　　　　　　　113・106千円　’　　7
国庫支出金　　　　　　34・1％　　　　　二

138，674千円　繰入金
　35．7％　　　　　11．1％

　　　　　　　　　繰越金
　43，100千円，　10．3％
　　　　　　　　　　　　　　　総務費
　　40，115千円　　その他　　　　　一
　　　　　　　　　　7．1％　　　　　一　一

　　国保　　　　　　　　　　　　諸支出金
　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　6，705千円2％

　　　　　　　　　　　　　その他1・2％

25，218千円

転7．6％

＼」

）

保険給付費
182，735千円

　55．1％譜

〆国騰
138，977

35．8卿

歳入歳出
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“久休箱”では嗣ります畿諾唇鯛噂

お宅の救急箱はいざというときにすぐ使え

ますか？それともどこになにが入っているの

か分からないというような“久休箱”になっ

ていませんか。少なくとも半年に一度は定期
点検をし、古くなった薬は捨て、足りない薬

は補充しておきましよう。また救急箱は、軽

医療用器材
［］ピンセット1

口はさみ

口綿棒
［コとげ抜き

ロガーゼ

E］脱脂綿

ロバンγウコウ

ロホウタイ

ロホウタイ止め

口体温計

□眼帯

口三角巾

※このほか氷のう、氷

まくらを手近なとこ

ろに備えておくと便
．利です。

いカゼや小さなケガを自分で治療したり、医

者にかかるまでの応急処置に欠かせないもの

です。いつも決まった場所に備えて、すぐに
使えるようにしておきましよう。

イラストを参考に救急箱の中味をチェック
し、足りないものは補充しでください。

暖製！ま1嚢；嚢しま卸

羅しr？一￥1．弐

内田薬

内用薬

□胃腸薬

□下痢止め

□かぜ薬

口解熱鎮痛剤

外用薬

□消毒薬

□きず薬

口湿布

口かゆみ止め

□目薬
　かん
□涜腸

□やけど薬

（　

（、

遷

（
　
（

郡
身
障
者
　
　
　
　
鍬
蹟
…

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
　
競
技
も
予
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
皆
ざ
・

　
［
般
の
み
な
さ
ま
も
参
加
を
　
　
　
競
技
へ
の
ム

　
大
里
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
　
会
に
よ
り

が
、
十
一
月
九
日
（
日
）
江
南
町
運
動
　
　
解
を
深
め
、

公
園
（
雨
天
の
場
合
は
町
民
体
育
館
）
　
『
い
い
た
し
・

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
・

、
当
日
は
、
郡
内
の
お
体
の
不
自
由
な
　
　
か
た
が
た

か
た
が
た
が
多
数
参
加
し
、
車
イ
ス
競
　
　
活
動
と
、
［

争
、
五
十
メ
ー
ト
ル
競
争
な
ど
に
出
場
　
　
定
さ
れ
て

一
≡
一
…
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
≡
＝
一
一
一
≡
≡
一
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
≡
一
一
≡
≡
一
…
一
≡
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
＝
一
一
＝
一
一
一

道
路
台
帳
整
備
事
業
　
・
に
委
託
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
今
ま
で
同
…

　
　
　
　
　
終
了
ま
じ
カ
　
　
と
ご
協
力

　
町
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
五
　
　
　
道
路
台
一

ヶ
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
、
道
路
台
　
　
道
路
管
理

帳
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
　
　
に
な
っ
て
・

が
、
本
年
度
の
小
江
川
地
区
と
塩
地
区
　
　
　
道
路
と
・

の
一
部
を
残
し
終
了
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
路
維
持
管
一

　
事
業
の
実
施
に
当
っ
て
は
民
間
業
者
　
　
る
の
が
目

麗
曝
髄
難
難
雛
鰯
　
霧
　

塩地区の測量作業風景 把
握
し
て
、
道

進
め
よ
う
と
す

＝
一
一
≡
一
一
≡
一
一
≡
≡
一
≡
≡
一
＝

り
ま
す
の
で
、

さ
ん
の
ご
理
解

ま
す
。

法
律
に
よ
っ
て

が
行
な
う
こ
と

日
赤
奉
仕
団
の

待
な
ど
の
奉
仕

よ
る
踊
り
も
予

体
力
の
限
界
に

般
の
皆
さ
ま
の

り
ま
す
の
で
、

の
ご
来
場
と
、

だ
き
、
こ
の
機

者
に
対
す
る
理

ま
す
よ
う
お
願
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住
民
検
診

　
　
　
　
　
　
の
結
果

　
六
＋
一
年
八
月
の
新
聞
に
日
本
の
高

齢
化
杜
会
は
世
界
に
例
を
見
な
い
ほ
ど

急
速
に
進
ん
で
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
．

の
人
口
比
率
は
、
昭
和
百
年
の
推
計
で

二
三
・
三
％
。
日
本
よ
り
老
人
が
多
い

の
は
ス
イ
ス
ニ
三
・
八
％
だ
け
に
な
る
。

　
日
本
人
の
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳

、
・
以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
が
出
現
す

る
と
、
厚
生
省
か
ち
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
長
生
き
で
ぎ
る
」
こ
の
こ
と
は
、

．
人
類
が
地
球
上
に
出
現
以
来
の
願
い
で

あ
り
ま
し
た
。
誰
も
が
長
生
き
で
き
る

社
会
は
す
ぼ
ら
し
悟
こ
と
で
す
が
、
『
元

気
で
、
生
き
生
き
と
長
生
き
』
し
た
い

も
の
で
す
ρ
、
一

　
今
や
健
康
に
対
す
る
関
心
度
も
高
く

江
南
町
で
も
八
月
に
住
民
検
診
を
九
白

間
に
わ
た
の
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
前

年
に
比
、
べ
約
百
名
を
上
ま
わ
る
六
六
二

名
が
受
診
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
内

訳
は
下
の
表
に
示
す
と
お
り
で
す
ρ

　
、
男
女
別
比
率
で
み
る
と

男
三
五
・
六
％

女
六
四
・

四
％

　
年
齢
別
比
率
で
み
る
と

四
十
歳
代
十
四
・
四
％

五
十
歳
代
二
七
％

六
十
歳
代
三
九
・
六
％

．
七
十
歳
代
十
六
％

八
十
歳
代
三
％
で
し
た
。

　
受
診
し
た
人
の
中
で
、
医
師
よ
り
精

密
検
査
が
必
要
と
診
断
ざ
れ
た
人
に
後

日
、
江
南
町
民
体
育
館
で
再
検
診
を
行

う
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
追
っ
て
通
知
で
お
知
ら
せ
い

．
た
し
ま
す
．

　
ご
自
分
の
日
頃
の
健
康
管
理
に
役
立

た
せ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　年齢

性別
40代 50代 60代 70代 80代 計

男 26 44 95 58 13 236

女 69 135 167 48 7 426

合計 95 179 262 106 20 664

窪 議・禦馨署烈

肇

劃
勲
麺
頸
唾
頻
題
ー

　
　
　
　
　
華
嘗

嚢

望　
一

　

醗　　　　　　　　　　　自ロロロ

　
最
近
の
火
災
で
は
、
お
年
寄
り
や
、

身
体
の
不
自
由
な
か
た
、
子
供
達
が
犠

牲
と
な
る
火
災
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
で
犠
牲
者
の
例
を
み
ま
す
と
、

家
族
の
留
守
中
に
火
災
が
発
生
し
た
た

め
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
、
幼
児

だ
け
で
は
自
力
避
難
が
で
き
ず
に
焼
死

し
た
も
の
な
ど
、
極
め
て
悲
惨
女
状
況

が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

『
こ
の
よ
う
な
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
の

な
い
よ
う
家
庭
の
み
な
さ
ん
で
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
お
年
寄
り
や
、
身
体
の
不
自
由
な
か

　
た
、
子
供
達
は
避
難
や
救
出
が
容
易

　
な
一
階
や
出
入
口
位
近
、
・
ま
た
は
で

　
き
れ
ば
二
方
向
へ
の
避
難
が
可
能
な

　
場
所
で
就
寝
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
お
年
寄
り
や
、
身
体
の
不
自
由
な
方
、

　
子
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
億
や
め
ま

　
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
時

　
は
、
隣
近
所
に
声
を
か
け
て
頼
ん
で

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
火
の
元
の
始
末
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
確
実
な
避
難
の
方
法
を
確
認
し
ま
し

　
ょ
う
。

○
寝
て
い
る
時
火
災
に
な
っ
た
ら
、
着

　
が
え
な
ど
に
気
を
と
ら
わ
れ
ず
、
お

　
年
寄
り
、
身
体
の
不
自
由
な
か
た
、

　
子
供
達
を
た
す
け
て
、
そ
の
ま
ま
避

　
難
し
ま
し
ょ
う
。

O
た
ば
こ
を
吸
う
お
年
寄
り
な
ど
に
は

　
ふ
ち
の
広
い
、
大
き
く
て
深
い
灰
皿

　
で
、
水
を
い
つ
も
入
れ
て
お
き
ま
し

　
よ
・
フ
。

O
子
供
の
火
遊
び
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

　
う
。

O
家
族
ぐ
る
み
で
訓
練
を
行
い
ま
し
よ

　
う
。

○
煙
は
有
毒
で
す
。
な
る
べ
く
姿
勢
を

　
低
く
し
て
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
鼻

　
や
口
を
お
さ
え
て
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

　
い
っ
た
ん
避
難
し
た
ら
絶
対
に
物
等

　
を
取
傷
に
戻
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
考
え
て
火
災
か
ら
の

　
犠
牲
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

一健康づくりの・

　．ための食生活指針一

　　①多様な食品で栄養バランスを
　　　●一日30食品を目標に
　　　●主食・主菜・副菜をそろえて
　　②日常の生活活動に見合ったエネ
　　　ルギーを
　　　●食べすぎに気をつけて、肥満
　　　　を予防
　　　●よくからだを動かし、食事内
　　　　容にゆとりを
　　③脂肪は量と質を考えて
　　　●脂肪はとりすぎないように
　　　●動物性の脂肪より植物性の油
　　　　を多めに
　　④食塩をとりすぎないように一
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　●食塩は一日10グフム以下を目
　　　　標に
曳ノ　●調整の工夫で、むりなく減塩
　　⑤こころのふれあう楽しい食生活
　　　を
　　　●食卓を家族ふれあいの場に
　　　●家庭の味、手づくりのこころ
　　　　を大切に

　　　　1日30食品を！
　　　「一日に30食品を！」というと
　　「そんなに食べられるか！」という

　　声もあるのですが、きょう一日な
　　にを食べたかをちょっと手帳にで
　　も書きとめておいて下さい！。
　　　例えば、一「冷奴」でも、豆
　　腐に薬味のネギ・生姜・鰹節にし
　　ょう油でもう5品。
　　　「鶏のクリーム煮」にいたって
　　は、鶏肉・椎茸・玉ネギ・人参・
　　セロリ・にんにく・牛乳・バター
　　・小麦粉・卵黄など、あっという
　　間に10品を超えています。
　　　こうやって数えてみると、意外
　　に多くのものを食べていますし、
）　それが30を超えていれば「合格！」
　　ということなんです。

）　　　子宮がん検診
　　●期日　10月23日㈱・24日働
　　　　午後1時～2時まで受付
　　●場所
　　　　母子健康センター（役場隣り）
　　●対象者　30歳以上
　　●検診料　400円
　　●問合せ
　　　　　住民課36－1521　内線24

　　　　　乳がん検診
　　●期日　10月28日（幻

　　　　　午後1時～2時まで受付
　　●場所
　　　　母子健康センター（役場隣り）

　　●対象者．30歳以上
　　●検診料　790円
　　●問合せ

　　　　　住民課36－1521内線24
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、．覇

▲

・辮醗騰 1懸麟鑓

町民野球大会　優勝は中央クラブチーム，

9月14日、21日の2日間にわたって、町民野球大会が開催され、

中央クラブが三本チームを4対2で破って優勝しました。

▲

馨霧霧．雛＿雛
ボクは負けない！

10月5日に北小学校運動会が行なわれました。

㎜
舞
、

瓢甘，　　叢繊羅、艸

OI

▲　おとうさん、おかあさんガンバッテネ

　　9月27日保育園の運動会が行なわれました。保護者に

　よる寧つなひき4に園児たちの声援！

▲ 幼稚園でジャンボカボチャ
幼稚園で巾45cm、高さ24cm、重さ23．5kgもあるジャンボカボチャ

がとれました。でもこのカボチャは食べられません。

▲　中学校運動会

　　9月28日、秋晴のもとに中学校の運動会が行な

　われ、みごとな組体操に観客から盛大な声援。

「（

（
、



　　　　　　　　　　　”〔甲”騨”騨”一””→

■演　目　長嶺ヤス子の鬼婆
■出演者
　〔踊り〕長嶺ヤス子

　〔演奏〕R　AMA（黒人ソウル・
　　ミュージシャン・グループ〉
■主　催
　埼玉県・（財）埼玉県熊谷産業文

　　　　　　　化協会
■間合せ

　熊谷会館　費0485－23－2535

』
：
、

　　教育相談
　教育委員会では、毎週火曜日（
祝祭日はのぞく）午後1時より3
時までの間、教育相談をお受けし
ています。

　お子さんの教育上のことでお困
りのことガありましたら、お気軽
にご相諌ください。

　　奮36－5468（直通）
　　　36－1521（内線37）

　　　　　　担当・新島
　　行政・心配ごと相談
　日常生活での困りごとや行政へ
の不満等のあるかた、毎月第4火
曜日にご相談に応じています。
どうぞお気軽にご相談ください。
■日時　10月28日（幻

　　　　9時半～正午まで
■場所　江南町母子健康センター
※今月は弁護士が来所予定です。

　　人権擁護・結婚相談
■日時　10月28日（殉

　　　　9時半～正午まで
□場所　江南町母子健康センター

性をとりまく社会情勢の変化
年目覚ましく、婦人問題への
の高まりとともに、・男女平等

に向けての実践が問われる時
なりました。しかし、婦人問
、人々の意識に根ざした部分
きく、今後｛真の男女平等社
立のために、県民全体の意識
揚を図ることを目的として開
ます。

催日時
和61年11月29日（：ヒ）
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16時30分

県民健康センター大ホー
貝500名

玉会館大ホrル（浦和市

　講演　（講師　瀬戸内寂聴）
　パネルデスカッション他
■参加方法
　参加整理券が必要です。（無料）

■定　員　　1，500名

■配布場所
　10月15日から県婦人対策課・県
民センター・役場総務課にて配布

　埼玉県県民部婦人対策課

　岱0488－24－2111内線2093

　r長嶺ヤス子の鬼婆」

■日　時
　昭和61年10月25日仕）

　午後6時開演
■会　場，埼玉県熊谷会館

■入場料

　S席5，000円、A席3，800円
　B席2，000円

　講演　作家・澤地久枝
　　　　　「歴史をうけつぐ」
　パネルディスカッション
　「くらしのなかで平和を考える」

■参加方法
　入場無料　ただし整理券が必要
■整理券の申込方法
　返信用の宛名を記載した往復ハ

　ガキに「講演とシンポジウムの
　つどい参加希望」と書き、住所・

　氏名・電話番号を併記の上、10
　月15日困までに、埼玉県県民総
　務課（〒336浦和市高砂3－15
　－1）へお送り下さい。
■問合せ

　埼玉県県民総務課
　智0488－24－2111内線2033

　フォーラムさいたま
　’86～女と男で創る

　平和の21世紀～開催

■目　的

、
）

）

“
年
末
資
金
は

“
迅
速
、
低
利
な

　
　
国
民
公
庫
で
”

　
国
民
公
庫
で
は
、
た
だ
い
ま
年
末
資

金
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
資
金
に
”
国
の
金
融
機

関
”
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
　
年
末
商
戦
に
備
え
て
、
商
品
の
仕

　
入
資
金
に

※
■
支
払
手
形
や
買
掛
金
の
決
算
資
金

　
』
に

※
　
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
、
未
払
金
等

　
の
支
払
資
金
に

　
こ
の
ほ
か
、
機
械
・
車
輌
の
購
入
や

店
舗
の
増
改
築
資
金
な
ど
に
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
．

　
ご
融
資
の
限
度
額
な
ど
は
、
次
の
と

お
り
で
す
．

※
融
資
限
度
額
二
、
七
〇
〇
万
円
以
内

　
（
設
備
資
金
は
四
、
O
O
O
万
円
以
内
）

※
融
資
期
間
　
運
転
資
金
　
七
年
以
内

　
　
　
　
設
備
資
金
　
十
五
年
以
内

※
基
準
利
率
　
年
六
・
四
％

　
　
　
　
（
公
庫
史
上
最
低
）

　
た
だ
し
、
ご
融
資
期
間
が
運
転
資
金

で
五
年
を
超
え
る
も
の
、
設
備
資
金
で

十
年
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
○
・

一
％
の
巾
で
上
乗
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
業
種
や
資
金
の
使
い
み

ち
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
・
商
工

　
　
」
）
U

会
議
所
、
ま
た
は
国
民
金
融
公
庫
熊
谷

支
店
へ

（
費
〇
四
八
八
ー
二
一
－
二
七
三
一
）

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
轡
籍
秘
）

　
〔
八
月
中
届
出
〕

成
沢

　
恩
曽
　
圭
介
　
　
長
男
　
（
富
夫
）

　
並
木
　
隆
明
　
　
二
男
　
（
知
明
）

　
牛
山
　
剛
徳
　
　
長
男
　
（
照
夫
）

　
福
田
　
　
恵
　
　
長
女
　
（
邦
夫
）

押
切
　
南
香
織
長
女
（
武
志
）

　
佐
藤
　
貴
大
　
　
二
男
　
（
之
則
）

樋
春

　
馬
場
あ
ゆ
み
　
　
長
女
　
（
仁
）

上
新
田

　
福
田
　
尚
美
　
　
長
女
　
（
章
充
）

御
正
新
田

　
関
口
■
　
仁
　
　
二
男
　
（
菊
夫
）

千
代

　
千
野
　
幸
代
　
　
長
女
　
（
菊
治
）

”””1””ll””llIl”II””1

行政相談週間

0月12日～18日




